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創立70周年
公益社団化10周年記念式典、記念祝賀会の開催

創立70周年
公益社団化10周年記念式典、記念祝賀会の開催
　５月31日（火）ロイヤルパインズホテル浦和において第１１回定時総会を開催しました（４頁に記載）。今回は新型コロ
ナウイルス感染症感染拡大のため昨年度から延期しておりました創立７０周年・公益社団化１０周年記念講演会、記念
式典及び祝賀会を併せて開催いたしました。
　浦和税務署・さいたま市をはじめ友誼団体・関係諸団体からのご来賓及び会員の皆様にご出席いただき、創立７０周
年を祝うとともに、今後一層の活動の充実と会の飛躍を誓いました。

創立７０周年・公益社団化１０周年記念講演会

創立７０周年・公益社団化１０周年記念式典

演題「ピンチをチャンスに！」　講師　元宮崎県知事／前衆議院議員　東国原　英夫 氏

熱心に聞き入る会員の皆様

会長式辞　池田　一義
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来賓祝辞

記念祝賀会

埼玉県さいたま県税事務所長
原口　誠治　様

さいたま市長
清水　勇人　様

乾杯
関東信越税理士会浦和支部
支部長　鈴木　英明　様

中締め
大同生命保険株式会社
AIG損害保険株式会社

アフラック生命保険株式会社

浦和税務署長
黒澤　博美　様
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理事歴30年以上

理事歴20年以上

友誼団体

金融機関

税理士会

広報関係

広報誌執筆者

理事歴5年以上10年未満

理事歴15年以上20年未満

理事歴10年以上15年未満

研修会講師

福利厚生制度委託会社

榎本　　擴 浦和自動車解体㈱
鈴木　久雄 ㈲ワイズ
秋本　清一 ㈲秋本商店
秋本　建二 ㈲稲荷屋商店

小谷野堅太郎 ㈱寿屋
矢作　富隆 ㈲不二恒商
染谷　幸一 ㈱浦和花見
関根　睦己 ムツミ産業㈱
星野　晃輝 ㈱央浦印刷社
三富タミエ 三国水材㈱
小林　　満 ㈱小林鍍金工業

篠原　唯史 ㈲東浦和開発
志村　宜洋 ㈱しむら
小野　裕子 ㈲寿薬局
岩渕　　均 関東図書㈱
稲垣　博正 ㈻稲垣学園 浦和みずほ幼稚園
利根　忠博 アイル・コーポレーション㈱
岡野　博隆 ㈱ワールドサービス
斉藤　忠治 ㈲しぶや
塩川　和彦 塩川設計測量㈱
村瀬　邦夫 ㈲村瀬商事
中江　利明 ㈲マルナカ防災

小西　元治 ㈱コニシホーム
内田　康信 東産業㈱
森嶋　　修 ㈱森島工務店
近藤　雅透 ㈱リサイクルアシスト
関根　　徹 ㈱関根商店
杉山　英治 ㈱スギヤマ巧芸社
住吉　　望 ㈱さいたま奉仕会葬祭センター
山本　重夫 森田運送㈱

藤倉　幸親 ㈴藤倉商店
那須　輝一 ㈲柏屋楽器
星野　栄一 ㈱星野住設
中村　達一 埼京開発㈱
佐野　尚子 ㈲新創企画
西巻　武志 ㈱マキスタヂオ
小暮　英夫 ㈲小暮シグマ研修

高野　久芳 ㈲高野会計事務所
小川　　晃 ㈱和幸製作所
山﨑　政次 ㈱ソウケン
新井　清孝 ㈱日興ライフデザイン
井川　　潤 ㈱ぷらす
栁　寿美恵 ㈱生きいき
山﨑　充晴 ㈱三喜ビジネスコーポレイション
飯田　孝司 ㈲イイダインターナショナル
本澤　和久 ㈱マルモト
池田　一義 ㈱埼玉りそな銀行
積田　鉄也 積田冷熱工事㈱
石井　貴朗 ㈲ハイフラワー
三上　博史 ㈲博善社
岡崎　和彦 ㈱グリーン企画社
奥田　和明 ㈲原山高橋畜産
遠藤　　寛 ㈱遠藤工務店
早坂　直喜 東和警備保障㈱
河合　明弘 さいたま新都心税理士法人

関東信越税理士会　浦和支部
さいたま商工会議所

埼玉りそな銀行　浦和中央支店
武蔵野銀行　浦和支店
埼玉縣信用金庫　浦和支店
川口信用金庫　北浦和支店
青木信用金庫　浦和支店
飯能信用金庫　さいたま中央支店

大同生命保険株式会社　埼玉支社
ＡＩG損害保険株式会社　埼玉支店
アフラック生命保険株式会社 埼玉総合支社

鈴木　英明
小滝　敏郎

栁澤　和輝
江口　麻紀

小林　容子

阿久戸嘉彦
秦野　昌明
石川　峰生

創立70周年公益社団化10周年 感謝状受彰者名簿
（順不同・敬称略）



第第
1111
回
定
時
総
会
の
開
催

回
定
時
総
会
の
開
催

　

５
月
31
日
㈫
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和
に
お
い
て

第
11
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る
件

　

審
議
の
結
果
、異
議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
出
席
議
決
権
行
使
者
97
名
、委
任
状
１
，３
５
７
名
）

◆
理
事・監
事
功
労
者
感
謝
状

　

池　

田　

知　

弘 

　
　
　

浦
和
区
支
部

　

中　

村　

国　

雄 

　
　
　

緑
区
支
部

　

小
久
保　

岳　

彦 

　
　
　

緑
区
支
部

　

島　

田　

雄　

一 

　
　
　

南
区
支
部

　

本　

多　

正　

和 

　
　
　

桜
区
支
部

　

大　

貫　
　
　

充 

　
　
　

桜
区
支
部

　

首　

藤　

和　

彦 

　
　
　

中
央
区
支
部

　

宇
津
城　

美
奈
子 

　
　
　

中
央
区
支
部

◆
会
員
増
強
運
動
優
秀
者
表
彰　

　
【
特
別
表
彰
】

　

５
年
連
続
し
て
５
社
以
上
、
又
は
５
年
間
で
15
社
以
上
獲
得 

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行 

　
　
　

北
浦
和
支
店

　

飯
能
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
た
ま
中
央
支
店

　
【
特
別
表
彰
】

　

令
和
３
年
度
に
５
社
以
上
獲
得  

 

 

 

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行 

　
　
　

浦
和
中
央
支
店 

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行 

　
　
　

与
野
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　
　

浦
和
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　
　

北
浦
和
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　
　

浦
和
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　
　

北
浦
和
支
店

　

川
口
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　
　

北
浦
和
支
店

　

６
月
１
日
㈬
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和
に
お
い
て
、
一
般
社
団

法
人
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
第
９
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、浦
和
法
人
会
役
員
及
び
浦
和
法
人
会
に
以
下
の
表
彰
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同・敬
称
略
）

◆
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

　
【
県
連
関
係
】　
　
　

　

星　

野　

晃　

輝　
　
　

（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）　

　
【
単
位
会
関
係
】

　

染　

谷　

幸　

一　
　
　

（
浦
和
法
人
会
理
事
）

　

関　

根　

睦　

己　
　
　

（
浦
和
法
人
会
理
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
規
程
に
よ
る
令
和
３
年
度
表
彰

　
【
福
利
厚
生
事
業　

単
位
会
表
彰
】

受
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
日

頃
の
ご
支
援
と
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝
状・表
彰
状
受
彰
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
【
特
別
表
彰
】

　

５
年
連
続
し
て
目
標
を
達
成
し
た
金
融
機
関 

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

　

飯
能
信
用
金
庫

　
【
優
秀
表
彰
】
令
和
３
年
度
に
１
社
以
上
獲
得  

 

〔
会 

員
・
役 

員
〕

　

三　

上　

博　

史　
　
　
　
　
　

浦
和
区
支
部

　

村　

上　

武　

白　
　
　
　
　
　

浦
和
区
支
部

　

山　

下　

圭　

吾　
　
　
　
　
　

浦
和
区
支
部

　

小　

川　
　
　

晃　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

積　

田　

鉄　

也　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

石　

井　

貴　

朗　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

岡　

崎　

和　

彦　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

井　

川　
　
　

潤　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

篠　

原　

唯　

史　
　
　
　
　
　

緑
区
支
部

　

甲　

斐　

康　

平　
　
　
　
　
　

緑
区
支
部

　

秋　

本　

清　

一　
　
　
　
　
　

南
区
支
部

　

志　

村　

宜　

洋　
　
　
　
　
　

桜
区
支
部

　

新　

井　

清　

孝　
　
　
　
　
　

中
央
区
支
部

　

本　

橋　

岳　

晴　
　
　
　
　
　

管
轄
外
支
部 

 

 

 

〔
金
融
機
関
・
提
携
生
損
保
〕

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行 

　
　

大
宮
西
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

県
庁
前
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

東
浦
和
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

武
蔵
浦
和
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

北
浦
和
西
口
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

与
野
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

白
鍬
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

南
浦
和
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

西
堀
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

大
間
木
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

大
久
保
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

大
東
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

南
浦
和
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

与
野
支
店

　

青
木
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　

埼
大
通
支
店

　

青
木
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　

尾
間
木
支
店

　

川
口
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　

与
野
支
店

　

東
京
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　

浦
和
白
幡
支
店

　

久　

松　

洋　

子 

　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

　

大　

熊　
　
　

薫 

　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

　

坂　

本　

祐　

介 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

斉　

藤　

昌　

宏 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

小　

阪　

嘉　

美 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

南　

雲　

昭　

太 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

鶴　

見　

隆　

介 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

三　

浦　
　
　

拓 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

長　

木　

浩　

二 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

岩　

佐　

香　

理 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

岡　

崎　

竜　

二 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

㈱
ノ
ッ
ト
イ
コ
ー
ル　
　
 
　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

㈱
ベ
ン
ポ
ス
タ　
　
　
　
　
　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

㈱
ユ
マ
ニ
テ　
　
　
　
　
　
　
　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

 

 

 

◆
厚
生
制
度
推
進
者
表
彰

　

経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
紹
介

　

山　

﨑　

政　

次 

　
　

緑
区
支
部

　

高　

野　

久　

芳 

　
　

南
区
支
部

 

 

 

　

経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
推
進

　

溝　

口　

惠　

子　
　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

　

野　

口　

好　

枝　
　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

　

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
普
及
推
進　

　

㈱
ユ
マ
ニ
テ 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

　

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社    

埼
玉
支
店

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

第
11
回
定
時
総
会
の
開
催

URAWA HOJINKAIURAWA HOJINKAI 4
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第第
1111
回
定
時
総
会
の
開
催

回
定
時
総
会
の
開
催

　

５
月
31
日
㈫
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和
に
お
い
て

第
11
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

　

第
１
号
議
案　

令
和
３
年
度
収
支
決
算
承
認
に
関
す
る
件

　

審
議
の
結
果
、異
議
な
く
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
出
席
議
決
権
行
使
者
97
名
、委
任
状
１
，３
５
７
名
）

◆
理
事・監
事
功
労
者
感
謝
状

　

池　

田　

知　

弘 

　
　
　

浦
和
区
支
部

　

中　

村　

国　

雄 

　
　
　

緑
区
支
部

　

小
久
保　

岳　

彦 

　
　
　

緑
区
支
部

　

島　

田　

雄　

一 

　
　
　

南
区
支
部

　

本　

多　

正　

和 

　
　
　

桜
区
支
部

　

大　

貫　
　
　

充 

　
　
　

桜
区
支
部

　

首　

藤　

和　

彦 

　
　
　

中
央
区
支
部

　

宇
津
城　

美
奈
子 

　
　
　

中
央
区
支
部

◆
会
員
増
強
運
動
優
秀
者
表
彰　

　
【
特
別
表
彰
】

　

５
年
連
続
し
て
５
社
以
上
、
又
は
５
年
間
で
15
社
以
上
獲
得 

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行 

　
　
　

北
浦
和
支
店

　

飯
能
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　
　

さ
い
た
ま
中
央
支
店

　
【
特
別
表
彰
】

　

令
和
３
年
度
に
５
社
以
上
獲
得  

 

 

 

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行 

　
　
　

浦
和
中
央
支
店 

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行 

　
　
　

与
野
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　
　

浦
和
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　
　

北
浦
和
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　
　

浦
和
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　
　

北
浦
和
支
店

　

川
口
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　
　

北
浦
和
支
店

　

６
月
１
日
㈬
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
浦
和
に
お
い
て
、
一
般
社
団

法
人
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
第
９
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
日
、浦
和
法
人
会
役
員
及
び
浦
和
法
人
会
に
以
下
の
表
彰
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同・敬
称
略
）

◆
全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

　
【
県
連
関
係
】　
　
　

　

星　

野　

晃　

輝　
　
　

（
浦
和
法
人
会
常
任
理
事
）　

　
【
単
位
会
関
係
】

　

染　

谷　

幸　

一　
　
　

（
浦
和
法
人
会
理
事
）

　

関　

根　

睦　

己　
　
　

（
浦
和
法
人
会
理
事
）

◆
埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
表
彰
規
程
に
よ
る
令
和
３
年
度
表
彰

　
【
福
利
厚
生
事
業　

単
位
会
表
彰
】

受
彰
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
日

頃
の
ご
支
援
と
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

感
謝
状・表
彰
状
受
彰
者

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
【
特
別
表
彰
】

　

５
年
連
続
し
て
目
標
を
達
成
し
た
金
融
機
関 

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫

　

飯
能
信
用
金
庫

　
【
優
秀
表
彰
】
令
和
３
年
度
に
１
社
以
上
獲
得  

 

〔
会 

員
・
役 

員
〕

　

三　

上　

博　

史　
　
　
　
　
　

浦
和
区
支
部

　

村　

上　

武　

白　
　
　
　
　
　

浦
和
区
支
部

　

山　

下　

圭　

吾　
　
　
　
　
　

浦
和
区
支
部

　

小　

川　
　
　

晃　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

積　

田　

鉄　

也　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

石　

井　

貴　

朗　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

岡　

崎　

和　

彦　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

井　

川　
　
　

潤　
　
　
　
　
　

浦
和
区
北
支
部

　

篠　

原　

唯　

史　
　
　
　
　
　

緑
区
支
部

　

甲　

斐　

康　

平　
　
　
　
　
　

緑
区
支
部

　

秋　

本　

清　

一　
　
　
　
　
　

南
区
支
部

　

志　

村　

宜　

洋　
　
　
　
　
　

桜
区
支
部

　

新　

井　

清　

孝　
　
　
　
　
　

中
央
区
支
部

　

本　

橋　

岳　

晴　
　
　
　
　
　

管
轄
外
支
部 

 

 

 

〔
金
融
機
関
・
提
携
生
損
保
〕

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行 

　
　

大
宮
西
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

県
庁
前
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

東
浦
和
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

武
蔵
浦
和
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

北
浦
和
西
口
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

与
野
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

白
鍬
支
店

　

武
蔵
野
銀
行 

　
　
　
　
　
　

南
浦
和
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

西
堀
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

大
間
木
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

大
久
保
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

大
東
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

南
浦
和
支
店

　

埼
玉
縣
信
用
金
庫 

　
　

与
野
支
店

　

青
木
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　

埼
大
通
支
店

　

青
木
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　

尾
間
木
支
店

　

川
口
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　

与
野
支
店

　

東
京
信
用
金
庫 
　
　
　
　
　
　

浦
和
白
幡
支
店

　

久　

松　

洋　

子 

　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

　

大　

熊　
　
　

薫 

　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

　

坂　

本　

祐　

介 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

斉　

藤　

昌　

宏 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

小　

阪　

嘉　

美 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

南　

雲　

昭　

太 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

鶴　

見　

隆　

介 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

三　

浦　
　
　

拓 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

長　

木　

浩　

二 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

岩　

佐　

香　

理 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

岡　

崎　

竜　

二 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

㈱
ノ
ッ
ト
イ
コ
ー
ル　
　
 
　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

㈱
ベ
ン
ポ
ス
タ　
　
　
　
　
　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社

　

㈱
ユ
マ
ニ
テ　
　
　
　
　
　
　
　

ア
フ
ラ
ッ
ク
生
命
保
険
株
式
会
社

 

 

 

◆
厚
生
制
度
推
進
者
表
彰

　

経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
紹
介

　

山　

﨑　

政　

次 

　
　

緑
区
支
部

　

高　

野　

久　

芳 

　
　

南
区
支
部

 

 

 

　

経
営
者
大
型
保
障
制
度
普
及
推
進

　

溝　

口　

惠　

子　
　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

　

野　

口　

好　

枝　
　
　

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
社

　

ビ
ジ
ネ
ス
ガ
ー
ド
普
及
推
進　

　

㈱
ユ
マ
ニ
テ 

　
　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社　

埼
玉
支
店

　

㈱
日
興
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン　

A
I
G
損
害
保
険
株
式
会
社    

埼
玉
支
店

埼
玉
県
法
人
会
連
合
会
定
時
総
会

第
11
回
定
時
総
会
の
開
催



URAWA HOJINKAI 6

新入会員紹介
法人名 所在地 会員ＴＥＬ 職　種

(同)茶阿里

㈲レベルストック

Ｎ Ｐｌｕｓ㈱

㈱ＯＮＥ

㈱ＱＩ

㈱エステート常盤

㈱ｉＮＯＴＯＱ

豊田ハウス㈱

㈱アイムズ・ライフ

㈱Ｅｌｅｖｅｎ　Ｌｉｎｋｓ．

㈱ＡＨＳ

キッズハウス(同)

大明建設㈱

㈱黒澤工務店

白神ハウスクリーニング

平月庵

㈱ケンタロウハウジング

㈱12月32日

㈱ＴＭポーター

㈱鈴山薬局

医療法人社団謙歯会　

(同)埼玉ホームメンテナンス

㈱Ｓ・Ｋ・アール

ニューゲート㈱

090-4712-4966

048-823-4788

048-811-1103

048-700-3333

070-2176-4558

048-711-9266

048-711-9485

048-627-2200

048-886-6475

048-677-3074

090-1801-3962

048-711-5343

048-709-8811

048-861-3341

048-856-2338

048-854-9091

048-711-7793

048-767-8448

048-673-7402

090-1820-1795

048-711-6020

0120-929-337

048-658-9051

048-778-9478

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

浦 和 区

緑 区

緑 区

南 区

桜 区

桜 区

桜 区

桜 区

桜 区

中 央 区

中 央 区

さいたま市大宮区

さいたま市大宮区

さいたま市西区

発電業

飲食業

会計経営コンサルティング

美容業

飲食業・福祉業

不動産賃貸業

整骨院業

不動産業

保険業

サービス業

コンサルタント業務

学童

建設業

建設業

ハウスクリーニング業

飲食業

不動産仲介業

不動産仲介業

運送業

小売業

歯科

建設業

サービス業

防犯カメラ販売・施工

法
人
会
で
、税
と
知
識
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
。
法
人
会
に
入
ろ
う
！

登録しよう !!　法人会アンケート調査システム

　法人会アンケート調査システムは、会員企業経営者の声を収集するツールとして、
平成２２年に創設されました。
　本システムにより収集された景況感や様々なテーマに基づく意見などのアンケート
結果は、法人会ばかりでなく行政や大学等の外部機関にも注目されるようになり、法人
会の知名度アップにもつながるものと期待されています。
　アンケート結果の信頼性をより高め、回答の偏りをなくすため、浦和法人会では
法人会アンケート調査システムへの新規登録推進を行っております。
　会社のパソコンなどから全法連ホームページにアクセスして、すぐ登録ができます
ので、ぜひこの機会に登録をお願いいたします。
　登録後は２ヶ月に１回程度アンケートが届きますので、ご回答をお願いいたします。
既にご登録しているはずの方も、しばらくアンケートが届いていない場合は、一度登録
情報の確認を行ってください。

ご登録お待ちしております! !
法人会加入の会員企業または個人会員に限ります
会社の代表アドレス等をパソコンで登録してください
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社長さん、こんにちは

「三方良し」の精神を引き継いで

株式会社　エグロ機械

代表取締役　江黒　友彦（えぐろ　ともひこ）さん

【会社】
創　業：1985 年（昭和 60 年）
所在地：さいたま市桜区西堀９-25-35
概　要：クリーニングの機器販売会社として創業。
　　　　現在ではシャルマン・ジャストインなどのクリーニン

グ店のほかコインランドリーなども展開している。

【社長】
1965 年（昭和40 年）6 月4 日生まれ、57 歳。東京都出身、旧浦和
市（現：さいたま市）出身。父の会社である「エグロ機械」を継ぐた
め、当時のクリーニング機器の大手メーカーで営業として約４年間
勤めた後、同社に入社。入社後には、弟の公治氏とともにクリーニン
グ店などの運営にも着手した。

〜〜〜〜【プロフィール】〜〜〜〜
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▼
お
客
さ
ま
の
一
言
を
き
っ
か
け
に

　

エ
グ
ロ
機
械
は
、
私
の
父
が
創
業

し
た
会
社
で
す
。
元
々
父
は
、
ド
イ

ツ
や
イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
し
た
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
の
機
器
を
、
日
本
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
屋
に
販
売
す
る
会
社
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
独
立

し
て
興
し
た
の
が
、
こ
の
会
社
で
す
。

　

創
業
当
時
、
エ
グ
ロ
機
械
は
、
国

内
の
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
機
器
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
社
会
人
に
な
る
私
に
、
父
が

「
そ
の
メ
ー
カ
ー
の
機
械
が
扱
え
る

よ
う
修
行
に
い
っ
て
こ
い
」
と
言
い

ま
し
て
ね
。

　

自
分
の
中
で
は
葛
藤
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
腹
を
決
め
て
そ
の
メ
ー

カ
ー
に
就
職
す
る
こ
と
に
。
知
識
や

ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
各
地
で

仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
の

で
、
お
客
様
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

４
年
ほ
ど
勤
め
た
後
で
、
エ
グ
ロ

機
械
に
入
社
。
営
業
と
し
て
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
機
器
を
販
売
し
て
い
る
と
き

に
あ
る
お
客
さ
ま
の
一
言
に
は
っ
と

し
ま
し
て
ね
。
そ
れ
は
、「
そ
ん
な

に
い
い
機
械
な
の
で
あ
れ
ば
、
あ
な

た
が
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
？
」
と
い

う
言
葉
で
し
た
。

　

た
し
か
に
お
客
さ
ま
へ
機
器
を
お

す
す
め
す
る
に
も
、
本
当
に
「
生
産

性
が
あ
る
の
か
？
」「
使
い
や
す
い

の
か
？
」「
品
質
が
あ
が
る
の
か
？
」

な
ど
、
自
分
た
ち
で
確
認
し
て
か
ら

販
売
を
し
た
い
な
と
考
え
ま
し
て
。

そ
こ
で
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
さ
ら
に

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の
経
営
に
も
着

手
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

▼
皆
が
笑
顔
に
な
る
商
売
の
た
め
に

　

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
は
現
在
、
全

部
で
４
店
舗
展
開
し
て
い
る
の
で
す

が
、
全
て
異
な
る
条
件
の
土
地
で
運

営
を
し
て
い
ま
す
。

　

運
営
を
し
て
い
く
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば

駅
前
の
店
舗
で
し
た
ら
、
高
層
マ
ン

シ
ョ
ン
に
お
住
ま
い
の
利
用
者
さ
ま

が
多
い
の
で
、
大
き
な
洗
濯
機
や
乾

燥
機
は
あ
ま
り
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

羽
毛
布
団
を
持
っ
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

に
乗
っ
て
駐
車
場
ま
で
歩
く
と
い

う
の
が
難
し
い
か
ら
で
す
。
反
対
に

郊
外
で
し
た
ら
大
き
な
機
器
が
よ
く

使
用
さ
れ
ま
す
。
自
宅
の
近
く
に
駐

車
場
が
あ
る
利
用
者
さ
ま
が
多
い
の

で
、
羽
毛
布
団
や
溜
ま
っ
て
し
ま
っ

た
洗
濯
物
を
車
に
積
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
デ
ー
タ
を
自
分
た
ち

で
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
機
器
の
購

入
を
検
討
し
て
い
る
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
様
へ
、
メ
ー
カ
ー

の
営
業
と
は
違
う
、
オ
ー
ナ
ー
様
目

線
で
の
提
案
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

私
が
理
想
と
す
る
商
売
の
ル
ー
ツ

は
現
会
長
の
父
、
さ
ら
に
は
そ
の
父

で
あ
る
祖
父
に
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
の
頃
に
、
熊
谷
の
自

動
車
販
売
店
で
あ
る
祖
父
が
興
し
た

店
に
遊
び
に
行
く
と
い
つ
で
も
必
ず

人
が
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
も
１
人
で

は
な
く
、
地
元
の
お
客
さ
ま
や
メ
ー

カ
ー
の
社
員
さ
ん
が
何
人
も
集
ま
っ

て
、
ご
飯
ま
で
一
緒
に
食
べ
て
い
く
。

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
「
三
方
良
し
」

の
精
神
を
そ
こ
で
教
わ
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
お
客
さ
ま
や
メ
ー

カ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
か

ら
は
、弊
社
で
働
く
従
業
員
に
も
「
こ

こ
で
働
い
て
良
か
っ
た
」
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
企
業
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
▼
税
に
つ
い
て
一
言

　

小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
で
も
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会

と
す
る
た
め
に
納
税
は
必
要
な
も
の

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の

よ
う
な
社
会
に
な
る
た
め
に
使
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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年
を
と
る
と
と
も
に
歯
や
舌
な
ど
の
機
能
も
衰

え
て
い
く
。
食
べ
こ
ぼ
し
や
む
せ
る
こ
と
が
増
え

る
と
い
っ
た
口
ま
わ
り
の
さ
さ
い
な
ト
ラ
ブ
ル

を
、
全
身
の
衰
え
の
サ
イ
ン
と
と
ら
え
る
「
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
と
い
う
考
え
方
が
、
少
し
ず
つ

広
が
っ
て
い
る
。
本
人
や
周
囲
に
い
る
人
が
、
口

ま
わ
り
に
意
識
を
向
け
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
歯
科
医
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

一
方
、
施
設
や
自
宅
で
暮
ら
す
高
齢
者
へ
の
訪

問
歯
科
診
療
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。
超
高

齢
社
会
で
、
要
介
護
者
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
る

が
、
口
腔
内
の
状
態
が
悪
化
し
や
す
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
状
態
な
ど
で
通
院

が
難
し
い
人
も
少
な
く
な
い
か
ら
だ
。

　

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
以
前
か
ら
訪
問
診
療

に
取
り
組
む
２
人
の
歯
科
医
に
出
会
っ
た
。
さ
い

た
ま
市
の
開
業
医
・
小
宮
山
和
正
さ
ん
と
、
新
座

市
の
開
業
医
・
出
浦
惠
子
さ
ん
。
午
前
の
診
療
を

終
え
る
と
、
昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
介
護
の
現
場
へ

出
か
け
る
。
ま
ち
を
走
る
歯
医
者
さ
ん
に
、
訪
問

診
療
の
今
を
聞
き
解
こ
う
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

　
「
さ
あ
出
か
け
ま
し
ょ
う
」。
小
宮
山
さ
ん
が
向

か
っ
た
の
は
近
所
の
総
合
病
院
。
診
療
器
具
が

入
っ
た
箱
を
携
え
て
、
歯
科
衛
生
士
と
一
緒
に
す

た
す
た
と
徒
歩
で
向
か
う
。
こ
の
病
院
に
は
歯
科

が
な
く
、
小
宮
山
さ
ん
の
診
療
所
と
「
医
科
歯
科

連
携
」
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
ず
は
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
患
者
の
様

子
を
聞
き
取
る
。
制
約
が
多
い
訪
問
診
療
の
難
し

さ
は
「
そ
の
場
で
判
断
し
て
最
善
の
治
療
を
迫
ら

れ
る
こ
と
」。
看
護
師
と
の
情
報
交
換
は
、
患
者
の

状
態
を
知
る
重
要
な
手
が
か
り
だ
。

　

患
者
は
、
入
院
後
に
入
れ
歯
の
か
み
合
わ
せ
が

悪
く
な
り
、
食
事
が
う
ま
く
で
き
な
い
と
い
う
高

齢
女
性
。「
ち
ょ
っ
と
ご
み
箱
と
洗
面
台
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
」。
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
声
を
か
け

て
、
入
れ
歯
の
調
整
を
始
め
た
。

　

か
み
合
わ
せ
を
確
認
し
な
が
ら
、
専
門
の
器
具

で
入
れ
歯
を
少
し
ず
つ
削
っ
て
調
整
す
る
。
大
型

の
ご
み
箱
を
借
り
た
の
は
、
削
り
か
す
が
飛
散
す

る
の
を
気
遣
っ
て
だ
。

　

洗
面
台
で
入
れ
歯
を
洗
い
、
女
性
に
装
着
し
て

も
ら
っ
て
は
調
整
を
繰
り
返
す
。
診
療
所
の
よ
う

な
設
備
は
な
い
か
ら
、
使
え
る
も
の
は
何
で
も

使
っ
て
代
用
す
る
。
訪
問
診
療
に
は
そ
の
場
の
工

夫
や
経
験
が
も
の
を
言
う
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
病
院
で
の
治
療
に
歯
周
病
な

ど
の
歯
科
治
療
を
組
み
合
わ
せ
、
が
ん
や
糖
尿
病

な
ど
の
治
療
効
果
を
高
め
よ
う
と
、
医
科
歯
科
連

携
を
推
進
し
て
い
る
。

　

歯
周
病
が
別
の
病
気
の
進
行
に
関
与
し
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歯
周
病
菌
が

糖
尿
病
の
悪
化
を
招
く
と
さ
れ
、
が
ん
手
術
後
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
一
因
と
も
い
わ
れ
る
。
そ

の
対
応
策
と
し
て
、
医
科
歯
科
連
携
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

県
内
で
歯
科
の
あ
る
病
院
は
全
体
の
３
割
程
度

に
過
ぎ
ず
、
院
外
の
歯
科
医
と
組
織
的
に
連
携
す

る
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。「
訪
問
診
療
に
取
り
組

む
人
材
の
育
成
が
、
医
科
歯
科
連
携
に
は
欠
か
せ

な
い
」
と
小
宮
山
さ
ん
は
指
摘
す
る
。

介護現場で歯科診療。 「在宅」支える

［
あ
く
と
・
よ
し
ひ
こ
］
月
刊
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
発
行
人
、

有
限
会
社
地
域
環
境
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
。
ラ
イ
タ
ー
・
編
集
者
。『
こ

の
男
、
行
動
力
。
清
水
勇
人
』（
埼
玉
新
聞
社
）
な
ど
。

何でも使って代用する。大きなごみ箱を借りて入れ歯を調整

歯科医師（さいたま市）

小宮山　和正 さん

歯科医師（新座市）

出浦　惠子 さん

　

県
歯
科
医
師
会
は
、
会
員
歯
科
医
向
け
に
在
宅

歯
科
医
療
講
習
会
を
開
く
な
ど
、
人
材
の
育
成
や

技
術
向
上
に
努
め
て
お
り
、「
県
内
で
も
が
ん
治
療

な
ど
と
の
連
携
が
進
ん
で
い
る
」。

　
「
先
生
は
神
様
、あ
り
が
た
い
」。治
療
が
済
ん
で
、

女
性
が
手
を
合
わ
せ
た
。
小
宮
山
さ
ん
は
笑
顔
を

返
す
が
、
こ
う
も
話
す
。「
病
気
の
治
療
に
影
響
が

出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
診
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。
家
族
に
送
迎
を
頼
む
の
は
申
し
訳
な
い
と
治

療
を
た
め
ら
う
人
、
痛
み
や
食
べ
に
く
さ
を
我
慢

し
て
い
る
人
は
、
実
に
多
い
」。
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かむ、食べるを諦めないで。訪問歯科診療が患者を支える

歯科と介護・看護との連携広がる

自分の歯で食べるために残った
前歯をケアする

看
護
や
介
護
の
関
係
者
へ

さ
ら
に
理
解
を
広
げ
た
い

　

出
浦
さ
ん
は
開
院
時
、
車
寄
せ
か
ら
診
察
台
ま

で
車
い
す
で
移
動
で
き
る
よ
う
に
診
療
所
を
つ

く
っ
た
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
に
も
車
い
す
の
ま
ま
入

れ
る
。「
足
が
悪
い
か
ら
と
い
っ
て
治
療
を
諦
め

る
こ
と
は
な
い
。
診
察
台
に
座
る
こ
と
さ
え
で
き

れ
ば
治
療
は
で
き
る
」。

　

勤
務
医
時
代
の
経
験
が
強
い
思
い
に
つ
な
が
っ

て
い
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
が
も
っ
た
い
な
い
と
、
業

者
に
は
呆
れ
ら
れ
た
。
30
年
近
く
前
の
こ
と
だ
。

以
来
、
訪
問
診
療
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

　

介
護
や
看
護
、
医
療
の
多
職
種
連
携
に
よ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
は
今
、
歯
科
医
の
関
与

が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
急
性
期
を
脱
し
て
状
態
が

安
定
し
た
ら
早
期
に
自
宅
や
介
護
施
設
へ
移
り
、

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
へ
つ
な
げ
る
。
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
、
歯
科
医
が
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。

　

寝
た
き
り
に
な
っ
て
も
食
べ
る
能
力
が
ど
れ
だ

け
残
っ
て
い
る
か
を
診
断
し
、
誤
嚥
（
ご
え
ん
）

予
防
や
食
事
指
導
な
ど
を
通
し
て
、
患
者
本
人
や

家
族
を
支
え
る
。
穏
や
か
な
呼
吸
の
た
め
に
も
口

腔
ケ
ア
は
欠
か
せ
な
い
。

　

出
浦
さ
ん
の
携
帯
電
話
に
は
、
夜
間
や
休
診
日

に
か
か
わ
ら
ず
、
緊
急
の
連
絡
が
入
る
。
寝
た
き

り
の
人
や
医
療
的
ケ
ア
児
、
中
に
は
積
極
的
な
治

療
が
な
く
在
宅
療
養
し
て
い
る
人
も
い
る
。
出
浦

さ
ん
は
訪
問
看
護
師
、
訪
問
介
護
士
ら
と
連
携
し

て
、
そ
う
し
た
患
者
と
家
族
を
支
え
る
。

　
「
こ
こ
か
ら
先
は
歯
科
に
頼
も
う
か
、
と
い
う
声

を
医
科
か
ら
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
。
歯
科
診
療
や

口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
訪
問
診
療
に

理
解
が
進
ん
で
い
る
」。
出
浦
さ
ん
は
今
、
確
か
な

手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　

訪
問
歯
科
診
療
の
重
要
性
を
、
看
護
や
介
護
の

関
係
者
へ
さ
ら
に
広
げ
た
い
。
出
浦
さ
ん
と
小
宮

山
さ
ん
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

　

県
歯
科
医
師
会
は
、
県
内
に
在
宅
歯
科
医
療
推

進
窓
口
地
域
拠
点
・
支
援
窓
口
を
開
設
し
て
、
訪

問
診
療
に
関
す
る
相
談
や
、
登
録
し
て
い
る
歯
科

医
院
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

口のリハビリ。
飲み込む機能などが向上する
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なぞ解き

羽
根
倉
の
合
戦
場
を
探
る

12

秦
野
昌
明

　

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公
で
あ
る
二
代
執
権
北
条
義よ
し
と
き時
か
ら
百
二
十
八
年
後
、

十
六
代
執
権
（
註
一
）
北
条
守も

り
と
き時
の
時
代
、
鎌
倉
幕
府
が
崩
壊
し
た
。
そ
し
て
、

一
三
三
三
年
建
武
の
新
政
が
は
じ
ま
る
。
足
利
尊た

か
う
じ氏
は
「
武
蔵
守
」
に
任
じ
ら

れ
、
北
条
泰
家
の
旧
領
で
あ
っ
た
足
立
郡
を
は
じ
め
十
七
国
三
十
ヵ
所
を
恩
賞

地
と
し
て
給
わ
っ
た
。
や
が
て
、
南
北
朝
の
対
立
が
お
こ
り
尊
氏
、
直た

だ
よ
し義
兄
弟

の
反
目
を
切
っ
掛
け
に
、
観
応
元
年
、
直
義
の
養
子
、
長な

が
と門
探た
ん
だ
い題
足
利
直
冬
が

高こ
う
の

師も
ろ
な
お直
に
対
抗
し
て
九
州
で
反
乱
を
起
こ
す
と
、
直
義
も
尊
氏
に
反
旗
を
ひ

る
が
え
し
た
。
こ
の
争
乱
を
「
観か

ん
お
う応
の
擾
じ
ょ
う
ら
ん乱」
と
い
う
。

　

観
応
の
擾
乱
は
東
国
の
武
士
団
を
も
巻
き
込
み
、
観
応
二
年
（
北
朝
元
号
）・

正
平
六
年
（
南
朝
元
号
）
十
二
月
十
九
日
、
尊
氏
方
の
高こ

ま

麗ひ
こ
し
ろ
う

彦
四
郎
経つ
ね
ず
み澄
と
直

義
方
の
難な

ん
ば波
田た
く
ろ
う

九
郎
三さ
ぶ
ろ
う郎（
註
二
） 

等ら

が
羽
根
倉（
註
三
）の
地
で
戦
っ
た
。「
高

麗
彦
四
郎
経
澄
軍ぐ

ん

忠ち
ゅ
う
じ
ょ
う
状
」(

註
四
）
に
は
「
高
麗
彦
四
郎
経
澄
軍
忠
の
事
（
略
）

　

一
、
同
十
二
月
十
七
日
、
鬼
窪
に
於
て
御
旗
揚
げ
お
わ
ん
ぬ　

一
、
同
十
八

日
、
鬼
窪
よ
り
打
ち
立
ち
、
府
中
に
罷
り
向
う
の
処
、
同
十
九
日 

羽
祢
蔵
に

於
て
合
戦
の
時
、
難
波
田
九
郎
三
郎
以
下
の
凶き

ょ
う
と徒
等ら

を
打
捕
り
候
そ
う
ら
ひ 

お
わ
ん

ぬ
（
以
下
略
）」
と
あ
り
、
高
麗
経
澄
の
軍
勢
は
直
義
方
の
上
杉
憲の

り

顕あ
き

を
討
つ

べ
く
、
十
七
日
埼
玉
郡
鬼
窪
（
現
白
岡
市
）
で
挙
兵
し
、
十
八
日
出
立
。
十
九

日
府
中
（
現
東
京
都
府
中
市
）
に
進
撃
す
る
途
中
、
羽
根
倉
で
難
波
田
の
軍
勢

と
合
戦
と
な
り
、
難
波
田
等
の
凶
徒
を
討
ち
破
っ
た
と
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
他
の
資
料
を
加
え
て
合
戦
の
具
体
的
な
よ
う
す
を
再
現
し
て
み
よ

う
。
中
央
区
本
町
東
の
氷
川
神
社
境
内
に
享
保
四
年
（
一
七
一
九
年
）
銘
の
庚

申
塔
が
あ
る
。
元
は
神
社
北
方
の
「
大
宮
道
」、「
川
越
道
」
の
分
岐
に
立
っ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。
石
搭
の
右
側
面
に
は
「
奥
州
道
」（
註
五)

と
あ
り
、
江

戸
時
代
に
は
岩
槻
宿
か
ら
大
宮
・
与
野
を
経
て
引
又
（
現
志
木
市
）・
清
戸
（
現

清
瀬
市
）・
小
川
新
田
（
現
小
平
市
）・
日
野
宿
を
つ
な
ぐ
間
道
で
、
別
名
を
「
甲

「高麗彦四郎経澄軍忠状」（日高市　個人所蔵）

享保四年銘の庚申塔右側面
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州
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。
中
世
か
ら
の
古
い
伝
承
を
も
つ
道
で
、
銘
文
か

ら
も
中
世
の
呼
称
が
継
承
さ
れ
て
い
る
証
と
い
え
る
。
大
宮
道
か
ら
進
軍
し
て

来
た
高
麗
経
澄
の
軍
勢
は
、
こ
の
道
筋
を
南
下
し
現
在
の
「
さ
い
た
ま
芸
術
劇

場
」
付
近
で
西
へ
向
か
い
、
上
峰
の
台
地
を
越
え
（
註
六
）、
旧
入
間
川
筋
（
現

荒
川
水
系
）
を
上
峰
下
の
河
道
と
大
久
保
の
羽
根
倉
先
で
渡
河
し
、
鎌
倉
街
道

上
つ
道
か
ら
府
中
を
目
指
し
た
。
西
暦
で
は
一
三
五
二
年
一
月
六
日
の
厳
寒
期

の
合
戦
で
あ
る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
阿あ

ぼ保
文も
ん
じ
ょ書
で
は
観
応
元
年
八
月
に
寺
岡
五
郎
兵
衛
入
道
（
註
七
）

の
領
し
て
い
た
大
窪
郷
は
高 
師
直
に
よ
り
阿あ

ぼ保
忠た
だ
ざ
ね実
が
給
わ
っ
て
い
た
が
、
羽

根
倉
合
戦
か
ら
三
十
三
日
後
の
正
平
七
年
（
一
三
五
二
年
）
一
月
二
十
二
日
、

勲
功
と
し
て
あ
ら
た
に
阿あ

ぼ保
泰や
す
の
り規
へ
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
羽
根
倉
合
戦
と
は
阿
保
氏
の
助
力
を
得
て
厳
寒
の
旧
入

【
筆
者
略
歴
】

昭
和
二
十
七
年
、
浦
和
市
北
浦
和
に
生
ま
れ
る
。
父
は
浦
和
、
母
は
大
宮
、
妻
は
与
野
で
育
ち
、
我
が

家
庭
で
は
さ
い
た
ま
市
誕
生
以
前
よ
り
三
市
合
併
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
ど
も
時
代
は
駄
菓
子
屋
通
い

と
紙
芝
居
を
楽
し
み
に
、
古
老
に
街
道
の
昔
話
を
聞
き
、
母
の
郷
里
に
泊
ま
り
見
沼
の
自
然
に
遊
ぶ
毎

日
。
昭
和
五
十
年
よ
り
文
化
財
保
護
、
社
会
教
育
等
の
業
務
に
奉
職
す
る
。

間
川
を
渡
河
す
る
高
麗
経
澄
の
軍
勢
を
、
難
波
田
の
軍
勢
が
迎
撃
し
た
が
反
撃

さ
れ
敗
退
し
た
戦
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。
桜
区
塚
本
の
八
幡
神

社
の
奥
に
は
羽
根
倉
合
戦
の
戦
死
者
を
祀
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
古
塚
が
あ
る
。

ま
さ
に
合
戦
は
、
こ
の
辺
り
で
行
わ
れ
た
証
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

羽
根
倉
合
戦
の
時
代
は
、
建
武
の
新
政
の
崩
壊
（
一
三
三
六
年
）、
室
町
幕

府
の
開
設
、
南
北
朝
の
内
乱
（
同
年
）、
そ
し
て
、
十
四
年
後
に
起
こ
る
尊
氏

と
直
義
の
対
立
（
一
三
五
〇
年
）
と
い
う
渾
沌
と
し
た
社
会
環
境
に
あ
っ
た
。

ま
さ
に
大
久
保
の
地
は
動
乱
の
舞
台
の
一
ペ
ー
ジ
と
い
え
よ
う
。

（
註
一
）
北
条
守
時
が
討
死
し
た
後
、
幕
府
最
後
の
一
日
だ
け
貞
将
が
十
七
代
執
権
と
な
っ

た
と
す
る
説
が
あ
る
。

（
註
二
）
難
波
田
氏
は
現
富
士
見
市
難
波
田
に
本
拠
を
構
え
て
い
た
直
義
方
の
武
士
団
で
、

九
郎
三
郎
と
は
、
九
男
と
し
て
生
ま
れ
た
父
親
の
三
番
目
の
男
子
と
い
う
名
で
あ
ろ
う
。

（
註
三
） 

羽
根
倉
と
は
「
埴
崩
れ
」
か
ら
の
転
訛
で
、
粘
土
質
の
赤
土
が
河
川
に
よ
っ
て
浸
食

さ
れ
た
場
所
を
さ
す
。
難
波
田
は
河
川
が
複
雑
に
蛇
行
し
洲
や
深
み
が
あ
る
湿
地
に

あ
る
田
を
さ
す
。
江
戸
時
代
に
は
嘉
名
の
南
畑
に
替
え
ら
れ
て
い
る
。　
　

（
註
四
）
軍
忠
状
と
は
、
後
日
の
恩
賞
の
た
め
参
陣
や
軍
功
の
事
実
を
証
す
る
報
告
書
。

（
註
五
）
中
世
の
奥
州
道
と
は
、
鎌
倉
街
道
上
つ
道
か
ら
東
村
山
辺
り
で
別
れ
、
志
木
を
経

て
旧
入
間
川
を
渡
河
し
、
大
久
保
・
与
野
・
大
宮
・
岩
槻
を
結
ぶ
古
道
。
江
戸
時
代

の
奥
州
街
道
と
は
異
な
る
。

（
註
六
）
現
在
、
大
久
保
方
面
へ
向
か
う
県
道
二
一
五
号
線
は
昭
和
初
期
に
切
通
し
と
な
っ

た
道
で
、
そ
れ
以
前
は
上
峰
一
丁
目
辺
り
の
台
地
を
越
え
、
旧
河
道
を
渡
り
、
大
久

保
領
家
方
面
へ
出
た
。

（
註
七
）
安
保
氏
の
館
と
伝
え
ら
れ
る
「
宿
の
城
」
遺
跡
は
、
安
保
氏
以
前
は
寺
岡
氏
の
館

と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
大
久
保
神
社
界
隈
に
あ
た
る
。

「宿の城」遺跡

塚本の八幡神社奥の古塚



URAWA HOJINKAI 13



URAWA HOJINKAI 14



URAWA HOJINKAI 15URAWA HOJINKAI

県内経済の動き県内経済の動き県内経済の動き出所：「公益財団法人埼玉りそな産業経済振興財団」埼玉りそな経済情報2022年6月号より

概況　埼玉県の景気は、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が徐々に緩和　されるなかで、このところ持ち直しの動きがみられる

景気動向指数…足踏みを示している
　2月のＣＩ（コンポジット・インデックス）は、先行指
数：120 . 5（前月比＋3 .5ポイント）、一致指数：78 . 8
（同＋0.5ポイント）、遅行指数：84.6（同＋2.1ポイント）とな
った。
　先行指数は3カ月ぶりの上昇となった。
　一致指数は3カ月ぶりの上昇となった。
　基調判断となる3カ月後方移動平均は、前月比
▲1.17ポイントと、2カ月連続の下降となった。
　埼玉県は6カ月連続で景気の基調判断を「足踏
みを示している」としている。
　遅行指数は4カ月ぶりの上昇となった。

個人消費…
　3月の百貨店・スーパー販売額は1,127億円、前年比
＋0.5％（既存店）と3カ月連続で増加した。
　業態別では、百貨店（同＋2.8％）、スーパー（同＋0.1
％）とも増加した。
　新設店を含む全店ベースの販売額は同＋2.7％と2カ
月ぶりに増加した。
　4月の新車販売台数（乗用車）は8,012台、前年比▲
18.5％と8カ月連続で減少した。
　車種別では普通乗用車が4,871台（同▲13.6％）、小
型乗用車は3,141台（同▲25.1％）だった。

住 宅…6カ月連続で前年を上回る
　3月の新設住宅着工戸数は4,776戸、前年比＋16.5
％と6カ月連続で前年を上回った。
　利用関係別では、持家が1,195戸（同▲10.9％）と
16カ月ぶりに、貸家が1,009戸（同▲19.7％）と5カ
月ぶりに減少したものの、分譲が2,567戸（同＋71.0
％）と2カ月連続で増加した。
　分譲住宅は、マンションが1,237戸（同＋270.4％）
と2カ月連続で、戸建てが1,330戸（同＋15.1%）と9
カ月連続で増加した。

公共工事…2カ月連続で前年を上回る
　4月の公共工事請負金額は778億円、前年比＋20.3％
と2カ月連続で前年を上回った。
　発注者別では、国（同▲77.6％）、都道府県（同▲
17.3％）、独立行政法人等（同▲28.6％）が減少したもの
の、市町村（同＋70.4％）が増加した。
　なお、4月の請負件数も707件（同＋8.4％）と前年を上
回っている。

生 産…2カ月連続で減少
　2月の鉱工業指数をみると、生産指数は81.1、前月比
▲1.2％と2カ月連続で減少した。
　業種別では、輸送機械、情報通信機械、業務用機械
など13業種が増加したものの、化学、電気機械、電子部
品・デバイスなど10業種が減少した。
　在庫指数は84.3、前月比＋2.1％と3カ月ぶりに増加し
た。
　業種別では、生産用機械、輸送機械、窯業・土石製
品など8業種が増加したものの、パルプ・紙・紙加工品、
電子部品・デバイス、プラスチック製品など12業種が減
少した。

雇 用…有効求人倍率は前月から上昇
　3月の受理地別有効求人倍率は、前月から0.02ポイン
ト上昇の0.96倍となった。
　有効求職者数が93,483人（前月比▲1.6％）と、2カ月
連続で前月を下回るなか、有効求人数は89,666人（同＋
0.8％）と2カ月ぶりに前月を上回った。
　新規求人倍率は、前月から0.09ポイント下降の1.84倍
となっている。
　なお、3月の就業地別有効求人倍率は、前月から0.03
ポイント上昇の1.04倍であった。

百貨店・スーパー販売額は
3カ月連続で増加



URAWA HOJINKAI 16
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第18回　事業承継支援機関の活用について

埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生

～これから事業承継に取り組む方のために～

　事業承継の行程は、大きく「プレ承継行程」「承継(世代交代)行程」「ポスト承継行程」があります。これから事業承
継に取り組む皆さんは、このうちプレ承継行程にから入ることになります。
　そもそも事業承継とは、今の経営者から後継者へ事業のバトンタッチを行うことです。ここで重要なことは、渡すバト
ンの内容です。それは、バトンが社長の椅子といった単純な内容ではなく、これまで培ってきた会社のさまざまな財産
（人・物・金・知的資産＝目に見えない会社の強み）がその内容になっているからです。これらを上手に引き継ぐこと
が、承継後の経営を安定させるために重要です。
　とはいえ、そのために、「何をどうすれば良いのか」「後継者候補はいるが準備を行っていない」「そもそも後継者が
いない」という方が多いと思います。
　そのような方の相談窓口に、「よろず支援拠点」と「事業引継ぎ支援センター」があります。ともに、国の予算で運営
している事業であり、相談は無料で、何度でも相談が可能です。

１．よろず支援拠点
　「よろず支援拠点」は、その名のとおり、売上拡大や経営改善、事業承継など幅広い相談に対応しています。特に、
事業承継においては、経営資源の見える化、後継者が継ぎたくなるような魅力ある企業への改善など経営改善全般
のソリューションを提供しています。企業価値を高めることは、経営者の使命でもあり、事業承継においても極めて重
要な事柄です。よろず支援拠点では、そのようなニーズに対しても中小企業診断士等の専門家派遣などの対応も
行っています。

２．事業承継・引継ぎ支援センター
　「事業承継・引継ぎ支援センター」は、後継者不在など事業の承継・引継ぎに関する相談に対して、アドバイスや情
報提供、支援機関の紹介などを行うほか、特にM&Aなどによる第三者への事業の引継ぎを希望される場合には、
M&Aの可能性や解決すべき課題についてのアドバイスを行い、マッチング支援、M&A専門会社や金融機関、専門
家(士業等）の紹介を行っています。
３．商工会議所・商工会

　地域の商工会議所等の経営指導員に相談するのも一つの方法です。経営指導員と気軽に相談できる関係ができ
ていれば、最も相談しやすい支援機関かもしれません。また、企業価値を高める取組みの一つである経営革新計画策
定の支援なども受けることができます。
　なお、事業承継に関連するもの等を含めて、補助金等の申請の際に、経営革新等認定支援機関の事前確認を要
するものがあります。商工会議所は、これに該当しますので、補助金を活用したケースでは、商工会議所への相談をお
すすめします。

相談相手に迷ったときの相談窓口

　今回は、これから事業承継に実際に取り組もうとする方のために、相談相手としてどういった支援機関を活用する
のが効果的なのか要点を説明します。今回ご紹介する機関以外でも例えば金融機関などに相談することも一つの選
択肢ではあると思いますし、実際に事業承継に関する相談相手としては、顧問の税理士さんが一番多いという調査
結果もあります。事業承継については、信頼できる相手に相談するのが一番ですが、相談相手がいないなど、相談相
手に迷っている方のために、公的な相談・支援窓口について説明します。

　ここで紹介した機関をお医者さんに例えると、「よろず支援拠点」＝総合医、「事業承継・引継ぎ支援センター」＝専
門医、「商工会議所・商工会」＝かかりつけ医、とイメージすると分かり易いかもしれません。事業承継の対策や承継方
法、行程が多様なため、支援機関も実際には多岐にわたります。埼玉県では、「事業承継ネットワーク」を構築して、支
援機関同士の連携支援体制が構築されております。これから事業承継に向けた取組みを行う場合には、今回紹介し
た支援機関にまず相談して、進捗度合いに応じて他の支援機関との相互連携のもと、支援を受けることができます。

支援機関の連携
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表紙の言葉 「時移ろふ」
撮影・文　中野　美枝

　ヒマワリが1本立っている。花の咢片は緑色で白い

トゲのようなうぶ毛を覆っている。内側に黄色い小さ

な花びらが整列、中央に花粉をつけた種子群団。

　かわいい帽子（咢片）の隙間から、やわらかい髪（黄

色い花びら）を覗かせ、愛くるしい表情のヒマワリに花。

　数日後、小さかった黄色の花びらは大きく咲きそろ

い、大きな葉を従え、堂々とした姿に変貌。驚きと感嘆

の瞬間でした。

撮影地：東京都羽村市

●第11回定時総会、創立70周年・公益社団化10周年記念式典の開催
●社長さんこんにちは
　「三方良し」の精神をひきついで
　株式会社　エグロ機械　代表取締役　江黒　友彦　氏
●話題を聞き解く FILE15
　訪問歯科診療
●浦和、与野よもやま話
　⑫羽根倉の合戦場を探る
●第18回　令和4年度事業承継支援施策について
　～これから事業承継に取り組む方のために～
　　埼玉県事業承継・引継ぎ支援センター　統括責任者　石川　峰生
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県税からのお知らせ

８月は個人事業税第１期分の納期です
　８月は個人事業税第１期分の納期です。８月初めに納税通知書をお送りしますので、忘れずに納税してください。
　埼玉県の個人事業税は、ご自宅のパソコン、スマートフォンなどから、スマートフォン決済アプリ（PayPay、
LINE Pay、PayB、au PAY、ファミペイ、楽天銀行アプ
リ）やクレジットカードによる納税が可能です（税額が30
万円以下、ファミペイは10万円以下の場合）。
　インターネットバンキング、モバイルバンキングやコ
ンビニエンスストア、MMK設置店（NewDays（一部店
舗除く）、ドラッグストア、スーパーマーケット等）でも納
税できます。
　新型コロナウイルスの影響により納税が困難な場合
は、お早めに県税事務所へご相談ください。

納税は、安全・便利・確実な口座振替で！

　個人事業税の納税には、口座振替がご利用いただけます。口座振替を利用されますと、納期最終日に金融
機関が自動的に振替納税いたしますので、納期の都度納税に出向く手間も省け、うっかり納税を忘れるといっ
た心配もありません。お申込みの手続は、納税通知書に同封されているハガキで簡単に行うことができますの
で、是非ご利用ください。
　なお、８月末までにお申込みをされた方は、第２期（１１月が納期）分から口座振替をすることができます。

　個人事業税について詳しくは、お近くの県税事務所又は県税務課（電話０４８・８３０・２６６４）へお問合せいた
だくか、県税務課ホームページ
「くらしと県税（ＵＲＬ：https://www.pref.saitama.lg.jp/a0209/z-kurashiindex/z-2-4.html）」
をご覧ください。



〒330-0846　埼玉県さいたま市大宮区大門町3-54
TEL.048-641-4050　FAX.048-648-1129
午前9時～午後5時（土・日・祝日・年末年始を除く）
2022年4月以降の各種法律改正への対応も併せてご案内しております

埼玉支店


